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§１．研究成果の概要 

 

2020 年度は、主に、PTSD における恐怖記憶メカニズムを検証する fMRI 実験と、恐怖記憶を緩

和する VR を用いた新たな手法の開発を実施した。前者では、実生活における自動車事故を模し

たリッチでリアルな動画を用い、事故というトラウマ経験の時系列学習がどのような脳神経メカニズ

ムで支えられているのかを検証し、さらに、トラウマ経験に基づいてこれからくる未来の危険の予測

を支えるメカニズムを検証した。コロナ禍で一時データ収集を中断したが、これまでに計 44 名のデ

ータ収集を完了し、現在は解析と論文執筆に取り組んでいる。また、途中経過は日本神経科学学

会大会にて自身がオーガナイズしたシンポジウムでも口頭発表を行った。後者の恐怖記憶を緩和

する VR を用いた新たな手法の開発では、近年の VR を用いた類似した手法とは異なり、単に恐

怖の対象への暴露を VR 内で実施するのではなく、被験者が自由自在に（VR で再現した）実空間

内でごく自然な身体運動をできるという VR 環境の特徴を最大限に活かした。具体的には、差し迫

ってくる脅威（襲ってくる男性アバター）に対して、被験者は自身の実際の身体を用いた身体反応

を通して撃退し、脅威に対する制御可能性を身をもって経験するトレーニングに取り組んだ。現在

は計４１名のデータ収集を完了し、被験者の身体運動・発汗・瞳孔・視線に現れる恐怖反応とトレ

ーニングの効果を明らかにすべく解析と論文執筆に取り組んでいる他、精緻化した次の実験の実

施計画を立てている。 
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